
・調査方法 郵送によるアンケート調査 
・調査内容 景況のほか、生産額・売上額など  
      １０項目について 
・令和 8 年 6 月を前年同月と比較 
・令和 8 年7 月～9 月の先行き見通しを令和 8 年 

6 月と比較 
・調査時期 6 月 
・調査対象 呉市内の業種別主力企業 100 社 
     （回答 66 社、回収率 66.0％） 

6 月の景況を見ると、下の表の通り、 
総合（全業種）ＤＩ（良い－悪い）は△1.7→ 
0.0 と全体では前期に比べ 1.7 ポイント改善 

 業種別では、製造業は、71.1％の企業が横ばい
の回答でＤＩは 6.1→2.6 と 3.5 ポイント悪化 

 非製造業は、60.7％の企業が横ばいの回答で、
ＤＩは△11.1→△3.6 と 7.5 ポイント改善。 

【ＤＩ方式について】 
 ＤＩ（ディフュージョン･インデックス）は、 
各調査項目について判断の状況を示す。 
 ゼロを基準として、プラスの値は景気の上向
き傾向（「良い」）をあらわし、マイナスの数値
は景気の下向き傾向（「悪い」）をあらわす。 
 ＤＩ＝（増加・好転等「良い」の回答割合） 
   －（減少・悪化等「悪い」の回答割合） 

令和 8 年 7 月～9 月の先行き見通しでは、 
総合（全業種）ＤＩは△1.7→1.6 と 3.3 ポイ
ント改善の見通し。 

 業種別では、製造業は、ＤＩは△15.2→8.5 と
23.7 ポイント改善の見通し。 

 非製造業は、ＤＩは 14.8→△7.4 と 22.2 ポイ
ント悪化の見通し。 

呉の景気観測（DI 方式）     

―令和 8 年 6 月調査結果―       呉商工会議所 

非製造業はナフサ関連商品価格上昇・欠品で、先行きは厳しい状況。 
― 大和ミュージアムのリニューアルオープンで観光客増加も仕入価格の上昇で収益が厳しい状況 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2026 年 
3 月 

実績 

2026 年 
6 月 

実績 

今 期 3 月調 
4～6 月 
見通し 

6 月調 
7～9 月 
見通し 

来 期 
回答社数構成比（％） 回答社数構成比（％） 

好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化 

総合（全業種） △1.7 0.0 16.7 66.6 16.7 △1.7 1.6 14.5 72.6 12.9 

製造業 6.1 2.6 15.8 71.0 13.2 △15.2 8.5 17.1 74.3 8.6 

非製造業 △11.1 △3.5 17.9 60.7 21.4 14.8 △7.4 11.1 70.4 18.5 

 建設業 △66.7 △60.0 0.0 40.0 60.0 △33.3 △20.0 0.0 80.0 20.0 

 卸売業 10.0 16.7 25.0 66.7 8.3 40.0 0.0 16.7 66.6 16.7 

 小売業 △16.7 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 25.0 50.0 25.0 

 サービス業 △12.5 0.0 14.3 71.4 14.3 12.5 △16.7 0.0 83.3 16.7 

業種別景況（DI） 

呉市の景況 

自動車部品・一部船舶・航空機部品製造業、機械卸業は好調の先行き。しかし、

価格転嫁ができていない事業所は、仕入価格や人件費高騰により厳しい状況が続

いている。▷建設業はナフサ問題で、資材の高騰・不足で工期が守れずキャッシュ
フローが悪化している。印刷業ではインクの値段が 1.5 倍になり収益を圧迫して

いる。小売業では仕入れ価格上昇・遅延・欠品が発生し、先行の予想が困難になっ

ている。▷大和ミュージアムのリニューアルオープンで観光客が増えたが、経費の
高騰により収益が上がっていない。 

R6.9 R6.12 R7.3 R7.6 R7.9 R7.12 R8.3 R8.6

総合業種 △ 13.2 △ 15.2 △ 10.2 △ 6.3 △ 7.1 2.7 △ 1.7 0.0

製造業 △ 13.2 △ 8.1 △ 2.8 2.8 △ 8.1 10.6 6.1 2.6

非製造業 △ 13.3 △ 24.1 △ 21.7 △ 17.9 △ 6.1 △ 5.6 △ 11.1 △ 3.5

△ 40.0

△ 20.0

0.0

20.0
呉市の業種ＤＩ（R6.9～Ｒ8.6）


